
後
援
会
だ
よ
り
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「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

10
月
6
日
（
日
）
に
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
首
都
圏
父
母
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
暑
さ
か
ら
一
転
、
雨
で
肌
寒
い
日

で
し
た
が
、
事
前
申
し
込
み
を
上
回
る
多
く

の
保
護
者
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
大
内
山
校
舎
が
完
成
し
、
未
来

に
向
か
う
開
放
的
な
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ラ
イ
フ
を
保
護
者
に
も
体
感
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
の
込
も
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。学

生
企
画
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

漫
画
研
究
会
に
よ
る
似
顔
絵
サ
ー
ビ
ス
、
ア

カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｂ
ｅ
Ｂ
ａ
ｐ
！
と
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
ブ
の
演
奏
が
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま

し
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
就
職
個
別
相
談
会
、

教
授
か
ら
直
接
話
を
聞
け

る
学
部
学
科
別
懇
談
会
、

「
つ
ど
ひ
」
で
の
ラ
ン
チ
体

験
が
今
年
も
好
評
で
、
今
回

の
テ
ー
マ
「
き
て
、
み
て
、

体
感 

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ラ
イ
フ
」
を
体
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

薩
埵
ホ
ー
ル
で
は
、
齋
藤
勝
学
生
セ
ン
タ
ー

長
に
よ
る
講
演
「
最
近
の
学
生
の
課
外
活
動

と
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
内
外
で
の
事
例
を
基
に
、
わ
が
子

に
も
起
こ
り
得
る
リ
ス
ク
、
親
と
し
て
の
責

任
に
つ
い
て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
内
容
を
、

面
白
く
も
熱
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
に
よ
る
説
明
会
「
就
職
活
動
の
現
況

と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
対
策
」
で
は
、
多

く
の
保
護
者
で
会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
開
催
に
当
た
り
ご

指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
大
学
職
員
の

皆
さ
ま
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

首
都
圏
父
母
懇
談
会
報
告

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

副
実
行
委
員
長  

原
岡 

麗
子 

（
望
美
／
法
学
部
）

※（　　 ）内は子どもの名前／学部

　

10
月
19
日
（
土
）、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

首
都
圏
父
母
懇
談
会
お
よ
び
学
生
主
体
の
自

主
法
政
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
摩
丘
陵
の
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
、
機

能
的
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
開
放
的
な
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
経
済
・
社
会
・
現
代
福

祉
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
の
４
つ
の
学
部
が
あ

り
、
抜
群
の
学
習
環
境
と
充
実
し
た
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
ド
ー
ム
17
個
分
の
広
大
な
敷
地
で
、

無
料
循
環
バ
ス
を

利
用
し
た
自
由
見

学
や
学
生
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
ウ
ォ
ー

ク
ツ
ア
ー
、
体
育

館
と
図
書
館
で
は

教
職
員
に
よ
る
案

内
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
個
別
相
談
や

学
食
体
験
は
、
大

学
生
活
を
知
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
好
評

で
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
田
中
優
子
総
長
に
よ
る
講

演
「
江
戸
を
使
い
こ
な
そ
う
！
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
研
究
者
と
し
て
の
田
中
総
長
の
講

演
に
、
多
く
の
保
護
者
が
興
味
深
く
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
直
近
の
就
職

状
況
の
説
明
や
学
部
別
懇
談
会
で
は
、
就
職

活
動
の
紹
介
に
熱
心
に
聞
き
入
る
様
子
が
印

象
的
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
保
護
者
と
大
学
関
係
者
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
応
援
団
の
「
若
き
日

の
誇
り
」「
チ
ャ
ン
ス
法
政
」
の
演
舞
は
素
晴

ら
し
く
、
参
加
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、

会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
大
学
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

首
都
圏
父
母
懇
談
会
報
告

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

実
行
委
員  

金
子 

裕
子 

（
真
澄
／
社
会
学
部
）

◆台風19号の影響により、小金井キャンパスの首都圏父母懇談会は中止となりました◆
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10
月
14
日
（
月
・
祝
）
に
「
出
雲
全
日
本

大
学
選
抜
駅
伝
競
走
」
の
応
援
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
私
自
身
「
に
わ
か
」
フ
ァ
ン
で
す

が
、
出
雲
駅
伝
の
楽
し
み
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
初
応
援
の
方
（『　

』
は
こ
の
方

の
せ
り
ふ
）
と
参
加
し
ま
し
た
。
出
雲
大
社

前
の
「
神
門
通
り
」
で
は
応
援
合
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
法
政
大
学
応
援
団
の
力
強
い
応

援
を
聞
き
な
が
ら
の
号
砲
一
発
、
1
区
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

『
あ
れ
、
法
政
大
学
通
過
し
た
？　

見
え
な

か
っ
た
』。
は
い
、
そ
う
で
す
。
1
区
は
強
烈

な
下
り
坂
で
、
風
と
共
に
一
瞬
で
全
選
手
が

通
り
過
ぎ
ま
す
。
ま
さ
に
駅
伝
の
醍
醐
味
で

す
。
で
も
ご
安
心
を
。
6
区
（
最
終
区
）
で

も
通
過
す
る
の
で
、
同
じ
場
所
で
応
援
が
2

回
楽
し
め
ま
す
。

　

沿
道
応
援
が
終
わ
る
と
、
次
は
懇
親
会
。

大
学
三
大
駅
伝
で
も
出
雲
駅
伝
は
特
別
で
、

参
加
大
学
関
係
者
が
何
と
約
1
0
0
0
人
！

の
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
か
れ
ま

す
。
焼
き
肉
や
出
雲
そ
ば
、
カ
ニ
な
ど
の
料

理
も
た
く
さ
ん
。『
選
手
や
応
援
団
と
一
緒
の

テ
ー
ブ
ル
で
、
楽
し
い
！
』。
そ
う
で
す
よ

ね
ぇ
。
選
手
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ス
テ
ー
ジ
上
の
各
校
の
応
援
合
戦
を
堪
能
す

る
。
こ
れ
が
出
雲
駅
伝
で
す
。

　

こ
の
出
雲
駅
伝
の
参
加
資
格
は
、
1
月
の

箱
根
駅
伝
の
シ
ー
ド
校
で
、
法
政
大
学
は
3

年
連
続
の
シ
ー
ド
校
。
選
手
諸
君
に
は
、
出

雲
駅
伝
の
応
援
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
順
位
は
チ
ョ
ッ
ピ
リ
残
念
で
し
た

が
、
今
回
は
ま
だ
前
哨
戦
で
す
。
目
指
す
は

箱
根
路
。
目
の
前
で
見
た
選
手
が
、
箱
根
駅

伝
で
活
躍
す
る
姿
を
テ
レ
ビ
の
前
で
応
援
し

ま
す
。
選
手
全
員
ガ
ン
バ
レ
ー
！

出
雲
駅
伝
の
楽
し
み
方

鳥
取
・
島
根
県
支
部
長  

松
原 

清
二 

（
尚
人
／
経
済
学
部
）

　

10
月
５
日
（
土
）、
東
京
六
大
学
野
球
秋

季
リ
ー
グ
、
法
政
大
学
の
第
5
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
血
の
法
明
戦
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の

戦
い
に
勝
ち
、
優
勝
に
一
歩
近
付
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
日
は
Ｈ

※

Ｓ
Ｃ
の
応
援
日

で
、
明
治
神
宮
野
球
場
は
朝
早
く
か
ら
、
法

政
大
学
の
学
生
、
Ｏ
Ｂ
、
関
係
者
、
首
都
圏

父
母
懇
談
会
に
合
わ
せ
て
野
球
応
援
に
来
ら

れ
た
各
支
部
の
方
々
で
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
応
援
団
と
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
も
試
合
前
か
ら
場
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

　

先
攻
の
法
政
大
学
は
、
初
回
ツ
ー
ア
ウ
ト

か
ら
福
田
内
野
手
と
伊
藤
捕
手
、
毛
利
外
野

手
の
ヒ
ッ
ト
で
先
制
点
を
挙
げ
、
オ
レ
ン
ジ

に
染
ま
っ
た
応
援
席
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
先
発
の
朝
山
投
手
は
、
好
調
な
立

ち
上
が
り
を
見
せ
、
０
点
で
明
治
大
学
の
攻

撃
を
抑
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
互
い
に
譲
ら

ず
ジ
リ
ジ
リ
と
し
た
展
開
が
続
き
、
選
手
を

後
押
し
し
よ
う
と
い
う
応
援
席
の
熱
い
思
い

が
一
つ
に
な
っ
て
い
っ
た
７
回
、
西
山
内
野
手

の
見
事
な
ス
ク
イ
ズ
で
貴
重
な
追
加
点
を
得

ま
し
た
。
８
回
の
裏
、
ノ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
の

ピ
ン
チ
を
迎
え
た
も
の
の
、
交
代
し
た
三
浦

投
手
が
０
点
に
抑
え
る
見
事
な
ピ
ッ
チ
ン

グ
。
三
浦
投
手
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
９
回

に
明
治
打
線
を
三
者
三
振
に
打
ち
取
っ
た
と

き
に
は
、
応
援
席
全
員
が
飛
び
上
が
っ
て
喜

び
、
オ
レ
ン
ジ
軍
団
が
明
治
神
宮
球
場
に
大

き
く
舞
う
中
、
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
を
迎
え
ま
し

た
。

　

選
手
、
応
援
席
が
一
体
と
な
り
、
熱
い
応

援
が
で
き
る

六
大
学
野
球

の
楽
し
さ
を

満
喫
し
た
一

日
で
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
こ
の
オ

レ

ン

ジ

パ

ワ
ー
を
体
験

し
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
待

ち
し
て
お
り

ま
す
。

「
東
京
六
大
学
野
球
応
援
記
」

オ
レ
ン
ジ
パ
ワ
ー
を
満
喫

後
援
会
総
務  

清
水 

伸
行 

（
智
洸
／
情
報
科
学
部
）

※HSC：法政スポーツコミュニティ（p.25参照）
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10
月
5
日
（
土
）、
長
野
県
支
部
11
人
で

東
京
六
大
学
野
球
の
聖
地
・
神
宮
球
場
へ
法

政
大
学
対
明
治
大
学
の
試
合
の
応
援
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
ド
は
想
像
以
上
に
多
く
の
観
客
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
六
大
学
野
球
の
人
気
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
10
月
と
は
思
え
な
い

30
℃
超
え
の
暑
さ
の
中
、
応
援
団
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
と
共
に
熱
い
応
援
を
繰
り
広
げ
た

結
果
、
わ
が
法
政
大
学
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
５
人

の
継
投
で
明
治
大
学
を
0
点
に
抑
え
、
見
事

２
対
０
で
勝
利
し
ま
し
た
！　

翌
日
の
２
戦
目
も
２
対
１
で
勝
利
し
、
法

政
大
学
は
勝
ち
点
を
獲
得
し
て
秋
季
リ
ー
グ

負
け
無
し
と
絶
好
調
で
す
。
こ
の
ま
ま
の
勢

い
で
秋
季
リ
ー
グ
連
覇
を
果
た
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

翌
6
日
（
日
）、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
に
は
９
人
で
参
加
し
ま
し
た
。
前
日
と

は
打
っ
て
変
わ
り
、
急
激
に
気
温
が
下
が
っ

て
小
雨
交
じ
り
の
天
候
で
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
現
役
の
学
生
が

ガ
イ
ド
を
務
め
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
丁

寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー

26
階
か
ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。
学
生
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
が
充

実
し
て
お
り
、
こ
こ
で
の
学
生
生
活
は
さ
ぞ

か
し
快
適
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
て
替
え
工
事
は
続

い
て
い
て
、
進
化
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で

す
。
後
援
会
の
皆
さ
ま
、
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
見
学
に
出
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

東
京
六
大
学
野
球
観
戦
＆

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
報
告

長
野
県
支
部
副
支
部
長   

矢
沢 

秀
弘 

（
太
一
／
社
会
学
部
）

　

10
月
6
日
（
日
）、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

見
学
に
総
勢
23
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

富
士
見
ゲ
ー
ト
前
で
集
合
写
真
を
撮
影
し

た
後
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
ス

タ
ッ
フ
に
校
舎
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
都
心
に
あ
る
大
学
ら
し
く
、
洗
練
さ
れ

た
お
し
ゃ
れ
な
内
装
で
、
ト
イ
レ
ま
で
見
る

に
値
す
る
も
の
で
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・

タ
ワ
ー
26
階
か
ら
の
絶
景
は
い
つ
見
て
も
素

敵
で
す
。
近
々
結
婚
す
る
長
女
も
法
政
に
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
、
以
前
支
部
総
会
の
と

き
、
こ
の
26
階
ま
で
私
に
会
い
に
来
て
く
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
少
し
寂
し
さ
を
覚
え

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
「
つ
ど
ひ
」

で
ラ
ン
チ
を
お
い
し

く
い
た
だ
き
、
神
宮

球
場
へ
向
か
い
ま
し

た
。
第
１
試
合
の
開

始
が
雨
で
遅
れ
、
法

政
の
試
合
も
か
な
り

ず
れ
込
み
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
功
を
奏

し
、
プ
レ
イ

ボ
ー
ル
時
に

は
青
空
も
望

め
る
絶
好
の

野
球
応
援
日

和
に
な
り
ま

し
た
。
観
る

と

い

う

よ

り
、
応
援
に

徹
す
る
の
が

六
大
学
野
球
観
戦
。
攻
め
だ
け
で
な
く
、
守

り
の
と
き
も
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
応
援

が
あ
り
、
日
が
暮
れ
て
く
る
と
肌
寒
い
く
ら

い
で
し
た
が
、
そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
応
援
の

熱
気
で
し
た
。

　

試
合
は
３
回
に
挙
げ
た
２
点
を
守
り
切
る

見
事
な
投
手
リ
レ
ー
で
、
２
対
１
と
逃
げ
切

り
、
開
幕
か
ら
負
け
無
し
の
６
連
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
試
合
終
盤
か
ら
照
明
に
灯
が
と
も

り
、
ナ
イ
タ
ー
も
味
わ
え
る
素
敵
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

栃
木
県
支
部
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
＆

東
京
六
大
学
野
球
応
援
ツ
ア
ー

栃
木
県
支
部
長  

髙
田 

弘 

（
み
な
み
／
法
学
部
）
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10
月
６
日
（
日
）、
佐
賀
・
長
崎
県
支
部
で

は
、
首
都
圏
父
母
懇
談
会
の
市
ケ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
と
東
京
六
大
学
野
球
応
援

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
は
学

生
に
よ
る
案
内
と
な
り
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
を
案
内
し
て
く
れ
た
２
年
生
は
、
自
分
の

生
活
や
授
業
の
様
子
な
ど
も
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
一
人
暮
ら
し
を
す
る
中
、
家
族
の
あ

り
が
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
よ
う

で
、
親
へ
の
感
謝
の
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

都
会
で
の
生
活
は
便
利
で
情
報
が
多
い
た

め
、
自
分
で
選
択
す
る
力
が
必
要
な
こ
と
、

高
校
ま
で
と
は
違
い
、
大
学
の
生
活
は
目
標

が
な
い
と
見
失
い
が
ち
に
な
る
な
ど
を
耳
に

し
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
と
現
実
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

野
球
応
援

は
、
雨
の
た

め
１
時
間
程

遅
れ
て
始
ま

り

ま

し

た

が
、
試
合
が

始
ま
る
と
雨

も
や
み
、
後

半

は

ナ

イ

タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
応
援
団
、
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
吹
奏
楽
部
の
方
々
の
熱
心
な
応
援
指

導
に
、
い
つ
の
間
に
か
私
た
ち
も
一
緒
に
声

を
張
り
上
げ
、
法
政
の
学
生
の
気
分
に
。
試

合
の
進
行
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
応
援
に
精

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

統
率
の
と
れ
た
素
晴
ら
し
い
応
援
に
も
魅

了
さ
れ
ま
し
た
が
、
試
合
終
了
後
の
静
寂
の

中
で
の
エ
ー
ル
交
換
も
圧
巻
で
、
お
互
い
の

雄
姿
を
た
た
え
る
、
厳
か
な
動
と
静
の
ひ
と

と
き
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
学
生
に
戻
り
、
心
温
ま
る
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、
参
加
を
お
勧
め
し
ま

す
。
本
部
の
皆
さ
ま
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」
体
験
記

佐
賀
・
長
崎
県
支
部  

菊
池 

伊
津
子 

（
遼
介
／
経
済
学
部
）
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オール法政　箱根駅伝応援のご案内

■日時　2020年 1月 2日（木）8：00　大手町スタート（往路）

　　　　2020年 1月 3日（金）8：00　芦ノ湖スタート（復路）

■主な応援場所（予定）　

　　　　大手町、蒲田、生麦、横浜駅周辺、大磯、小田原、箱根　その他

学生も保護者も卒業生も。一丸となって、日本一の応援を目指しましょう！

http://hosei-sports.jp/

法政スポーツコミュニティーでは、2020年 1月 2日（木）、3日（金）に開催される第 96回東京箱根間往復大学駅伝競走（箱

根駅伝）の応援を企画しています。皆さまも一緒に沿道をオレンジ色に染めて、選手たちに熱い声援を送りましょう。応援場

所は、大手町～箱根～大手町の各所に設定します。法政大学の「オレンジ色ののぼり旗」が目印です。詳しくは、ウェブサイ

トをご覧ください（12月中旬以降掲載予定）。

応援場所やのぼり旗等の
応援グッズ等をご案内。

広報誌「法政」11月号広告　173（ｗ）×116（H）

法政スポーツインフォメーション


